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写経会
3月3日（日）
13時半から

映画会
毎週木曜日
13時半から

詩話会
3月16日（土）
13時半から

読書会
3月12日（火）
13時半から

春の彼岸会法要 3月21日（春分の日）10時半から

3月21日（木）
3月28日（木）
3月26日（火）の読書会はお休みします

の映画会はお休みします

節気 節句 雑節
・節分、立春、桃の節句、彼岸、春分と2月から3月は聞きなれた季節の言葉が並びます。
同じカテゴリーの言葉のようですが、それぞれ24節気と5節句、雑節の中の言葉の一つ。

・24節気は太陽の運行をもとにして1年を24等分し、その分割点に季節の言葉をあてはめ
たもの。立春と春分です。その間には雨水（うすい）と啓蟄（けいちつ）があります。

・節句は中国の陰陽五行説由来の、日本の暦の伝統的な年中行事を行う季節の節目の日。
以前狂言綺語（43号）でご紹介した通り、神様に「御節供（おせち）」を備えてお祝い
した日です。3月3日は桃の節句、5月5日の端午の節句も5節句の一つです。

・雑節は節気・節句などの暦日のほかに、季節の移り変りを正確に掴むための特別な暦日
のことです。節分に始まり彼岸、八十八夜、土用、二百二十日まで9の雑節があります。

・3月6日は24節気の3番目、啓蟄です。暖かくなって土から生きものが出てくる季節です。
虫が活動を始める春の先駆け、私達人間も炬燵の虫から脱皮して活動を始めるときです。

・虫には害虫も益虫もいます。さて人につく虫はどうでしょう。虫の居所が悪かったり
虫酸が走ったり、ふさぎの虫、獅子身中の虫、腹の虫に、苦虫に、ふさぎの虫。こんな
虫は、虫下しを飲んでさっさと追い出しましょう。

・虫下しに最適の処方箋は、よく語り、よく食べ、よく体と頭を動かすこと。そう信じて
今日も琉游舎では自らの怠け虫の退治にいそしんでいます。
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3月21日・28日（木）の映画会はお休みします。

13時半 大いなる幻影（106分）
ジャン・ルノワール監督、ジャンギャバン。第一次世界大戦中捕虜収容所で出合った、フランス

軍の貴族出身の大尉と、機械工の中尉との脱獄とその後の物語。

13時半 オズの魔法使い（102分）
ジュディーガーランド主演。竜巻に巻き上げられたドロシーがたどり着いた夢の国オズ。

ライオンと、ブリキの人形と、かかしと供にドロシーの冒険の旅が始まる。

13時半 カルメン（95分）
リタ・ヘイワース主演。ジプシー娘カルメンの魅力によって落ちていくホセ。

メリメの悲恋物語をリタ・ヘイワースのフラメンコで彩る、

13時半 ゴルゴダの丘（91分）
ジャン・ギャバン主演。ローマ統治時代のエルサレム。イエスの力を恐れ始めた権力者たちは

彼の処刑を策謀していた。巨匠ジュリアン・デュヴィヴィエが描く宗教史劇。

13時半 椿姫（109分）
グレダ・ガルボ主演。娼婦ゴーチェは男たちを虜にしたが､青年アルマンとの出会いが真実の

愛を彼女に信じさせた。ヴェルディのオペラで知られる同名小説の映画化。
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狂言綺語…無明

冬至を境にして日の入りの時間がゆっくりと遅くなってきています。日の出も1月10日あたりからだんだ
んと早くなってきています。私は目覚ましに頼らなくても朝の光で眼がさめてしまうのですが、まだ起き
る時間でないと知るとつい二度寝をしてしまい、そんな時はたいてい寝過ごして大慌てとなります。朝の
光と鳥の声で目覚める春。うるさいセミの声と暑さで目覚める夏。涼やかな虫の声と夜長でついつい寝す
ぎる秋。寒さと暗い朝でいつまでも布団から出られない冬。私の四季折々の寝覚めをまとめるとこんなと
ころでしょうか。カーテンを遮光にしていてもその間から漏れる光で、朝の寝覚めは左右されてしまいま
す。日の出とともに目覚め、日の入りとともに眠くなる。人間が動物である限り当たり前のことですね。
今、地球上は過剰な光に溢れています。常夜灯の光により星空は失われ、農作物は生長を阻害され、人

は寝不足にとりつかれ、エネルギーは無駄に浪費されていきます。これは光害です。防犯灯と星空の二者
択一は意見が別れるところでしょうが、24時間営業の店に隣接する田圃の稲の生育が著しく悪いという事
実を知ると、同じ生物である私達も過剰な光を浴びると、どこかに生育不良が生じたとしても不思議では
ありません。闇の世界を克服して望むままにいつでも光が得られる豊かな生活を実現したと思ったら、そ
の光が害を及ぼすことになろうとは、エジソンさんも松下幸之助さんも考えもしなかったでしょう。
佛教において「光」は大きな意味を持っています。「爾時佛放眉間白毫相光 照東方 万八千世界（そ

の時仏さまは眉間の巻毛から光を放って東方世界中を悉く照らされた）」注1この眉間にあって光明を放つ
という長く白い巻き毛を白毫相と言います。仏像ではその部分に水晶などをはめ込んで表現しています。
仏教では、光は仏や菩薩などの智慧や慈悲を象徴するもの。つまりこの白毫相から放たれ、すべての世界
を遍く照らす光は、煩悩の根本原因である無明（むみょう）を取り去り、私たちをありのままの世界（安
らぎのところ）へと導くお釈迦様の知恵と慈悲の象徴なのです。その「光」はお釈迦様の「教え」であり
「法」ということです。ありのままの世界を全く見ることのできない真っ暗な世界が「無明」です。「貪
り・怒り・無知」によって眼を閉ざされた私たちの生きる場所。その無明の暗闇の世界で日々右往左往し
ている私たちに、お釈迦様は教えの「光」を絶えず放ってくださっています。ただ残念ながら私たちはそ
の「光」になかなか気づくことが出来ないのです。それはなぜなのでしょう。
闇があるから光がある、光があるから闇も存在できる。「光と闇」は表裏一体コインの裏表のような存

在です。光だけの世界に慣れてくるといずれ闇の存在を忘れ、そして光のありがたさも感じなくなるで
しょう。反対に闇の世界に安住してしまうと、光を求める気持ちは失せて闇こそが光の世界だと勘違いを
してしまうようになるでしょう。「光と闇」だけでなく「善と悪」「生と死」「楽と苦」「権利と義務」
「自由と束縛」すべて表裏一体であるという認識がわたしたちには必要ではないでしょうか。つまり片方
をしっかり自覚しなければもう一方を希求することが出来ないということです。「悪」を認識できなけれ
ば「善」を求める行いに歩みだすことが出来ません。「束縛」を自覚できなければ「自由」を求める行動
には進めないはずです。自覚があればこそ求めるものがはっきりと照らし出されるのです。
お釈迦様の「光」はあまねく人々の無明を照らし出します。その時私たちの内側に果てしなく拡がる無

明の世界が明るみに出されるのです。私たちの毎日はこの「光」の照らし出す自分自身をしっかりと見つ
め、そして無明を克服したと思っていたことが実は単なる思い上がりであったことを思い知る毎日なので
す。「無明の自覚」です。この自覚があればこそ、また明日を迎えるための日々の「行い」の歩みが可能
になるのです。このお釈迦様が照らし出す「光」は求めなければ与えられません。求めるということは信
ずるということ。お釈迦様の「光」つまり「教え」を信じ求めたとき、初めてその「光」は私たちを照ら
し、今の自分のありのままの姿を映し出してくれるのです。そこに映し出される、いまだに「貪り・怒
り・無知」に支配された自分に、がっかりする必要はありません。その自覚は逆に少しずつでもその闇に
「光」がさしていくように日々「願い・誓い・行う」ための力となってくれるはずです。ありのままの心
を覆っている黒々とした闇、しかしその闇の雲の下には「光」輝く安らぎのところがあると信じ、毎日を
心穏やかに楽しく豊かに過ごすことが出来れば「光」はどんな深い闇にもいつかは必ず届くはずなのです。
お釈迦様の「光」は信心が、光害の光は物理がもたらすものです。それは心と体に作用します。人は

「心身一如」。精神と肉体は一体です。闇を忘れた体は心にどのような弊害をもたらすのでしょう。環境
からも身体からも闇を奪われてしまったら、畢竟、心の闇も完全に奪われてしまうはずです。そのとき世
界は苦しみも悲しみもないユートピアになる！ そんな筈はないですよね。苦しみも悲しみもなくなれば、
楽しみも喜びもなくなってしまうのですから。
春はあけぼの注2闇からだんだんと白く成りゆく羽黒山の山際を眺めながら西に傾く満月を見る。以前は

もう少しきれいに星空が見えていたはずの明け方のコリーナの空。ここも年々
闇の存在感が薄れていくと感じる私は、目が老化したのか、
ただ単に防犯灯がまぶしいだけなのか、無明のせいなのか。
恐らくいずれも正解なのでしょう。（出琉）
注1：法華経序品 注2：枕草子
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